
人間・環境学，第 21巻， 205悶216頁， 2012年

「サイキに寄せるオードJに見るキーツの宗教観と神話的表象

野

京都大学大学院 人間・環境学研究科共生文明学専攻

千606-8501 京都市左京区吉田二本松町

要旨 英国ロマン派詩人ジ、ヨン・キーツの‘Odeto Psyche'は絶唱とされる彼のオード群の中でも，

比較的論じられることの少ない作品であったが，近年，新歴史主義やジェンダー批評の広まりに

よって，この作品の新たな側面に光が当てられるようになった.中でも，当時広まりを見せていた

懐疑主義にキーツが強い影響を受け，‘NativityOde'においてジョン・ミルトンが歌い上げたキリ

スト教による異教排斥に反発するため，ギリシャ神話的要素の濃い 'Odeto Psyche'が書かれたのだ

という見解が提示され，その見方が後の解釈に大きな影響を与えている しかしながら，彼の手紙

やこの作品から直義見出されるキーツの宗教的態度は，民キリスト教精神とは凡そ異なっている

この論文では手紙に見られる詩人の宗教に関する雷及を参照しながら， 'Ode to Psyche'に表れた

キーツの宗教観について再考するとともに，このオードに込められた自らの生きる時代への皮肉を

明らかにすることで，この詩に描き出された魂と愛の神話的表象について考察する.それにより，

詩人は'懐疑主義的な時代思想にさらされながらも，決して損なわれることのなかった純真な魂が，

官能的な愛から昇華された惑愛によって受け入れられる様を，ギリシャ神話的な手法である擬人化

と，キリスト教的アレゴリーを融和させる形で，魂と愛の婚礼の物語として再神話化したことを明

らかにする
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英国ロマン派詩人ジョン・キーツの‘Odeto 

Psyche' (1820年)は絶唱とされる彼のオード群

の中でも，他に比べて論じられることの少ない作

品であった.それは 整然と響く定型の連を重ね

て構成されている他のオードに比べ，定型の連を

成していないこの作品が音楽性に乏しく，冗長な

活躍した修辞家アプレイウスの著した f黄金のろ

ばjに差し挟まれる魂の女神プシューケーの物語

を下敷きにした，一度離れ離れになった魂の女神

と愛の神が最後には再び結ぼれるという劇的な展

開がこの詩の特色でもある

り口によって詩人の意図が見えにくくなってい

るため，読者に不完全な印象を与えることが主な

国であろう.しかしながら KennethAllottは，

この作品にこそ「芸術家の有する並外れた超然性

と絢い交ぜになったキーツの有する詩的能力」が

見出せるとともに「オード群の中で最も建築的な

構成をもち，最も劇的な結末を迎えるJと評して

方で近年，新歴史主義やジェンダー批評の

広まりによって，この作品の新たな側障に光が

当てられてきた.中でも ジョン・ミルトンが

'Nativity Ode'において歌い上げたキリスト教に

よる異教排斥に反発し キーツはギリシャ神話的

要素の濃い‘Odeto Psyche'を書いたのだという見

方が提示され，その見解が歴史主義的観点からこ

の詩を解釈した論考に大きな影響を与えている2)

だが，彼の手紙やこの作品から直接見出される

キーツの宗教的態度は 反キリスト教精神とは凡

いる 1) そしてさらに 二世紀頃の帝政口ーマに そ異なっている.彼の宗教観 についての意
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識は懐疑主義的な時代精神にさらされることで，

かなり複雑なものになっており，その複雑な宗教

観から引き起こされた詩人自身の信仰に対する忠

いが，魂に捧げられたこのオードの書きぶりに微

妙なアイロニーを醸し出している

この論文では手紙に現れた詩人の宗教に関する

を参照しながら，‘Odeto Psyche'に表れた

キーツの宗教観について再考するとともに， この

作品に込められた 壊疑主義が広まりを見せた同

時代へのアイロニーを明らかにすることで，キー

ツがこのオードにおいて描き出した魂と愛の神話

的表象について考察する

1.森，草地の象徴性と魂

第一連はある一人の女神に捧げられた mvo-

cationによって女合まる.‘tuneless'や‘sweet'など

の長母音が多用され. 'enforcement'や‘remem-

brance'といった多音節諾が重ねられることで，

その呼びかけが淀みなく流れるような響きを持っ

ているのに対しそれに続く詩人の筆の進みはど

こかたどたどしい.

Surely I dreamt to叩day，or did I see 

The winged Psyche with awaken'd eyes?3) 

(5-6) 

私は確かに今日，夢を見た，いやそれとも

覚めた目で，翼もつ魂の女神サイキを見た

のだろうか?

において呼びかけられていた女神が魂の女神

Psycheであることがここにおいて明確にされる

が， 自らが見た女神を夢の中の存在であるとも

めた自で見た現実の存在であるとも詩人は未だ明

確に断定することはなく，この連に特徴的な語り

の取り留めのなさは多用される句跨りや行内休止

よっても強められている

I wander' d in a forest thoughtlesslyラ (7)

気もそぞろに私は森の中をさまよっていた.

この一行が象徴的に示すように，詩人は当てもな

土
口

く訪律うが如く，魂の女神 Psycheを見た持の記

憶をたどる思考の働きをそのままなぞるように自

らが見た森の光景を描き出してゆく.第一連日に

おいて醸し出される散漫な雰囲気と，魂の女神を

杷る神官となることを高らかに歌う四連日

さの対比に気づく読者は， この‘'t1吐由ho∞ug偵hιt由t

いう言葉が，由連日に現れる自らの心の深い部分

を見つめて得た 'shadowythought'という言葉と対

比的に用いられている事にも気づく.さらには，

この詩における各連の表現の緊密さそれ自体が詩

人の表現しようとする思想の深さと密接に関係し

ているのである

記憶の壌に分け入ってゆくかのように，森の中

をそぞろ歩きしていた詩人の意識に変化が訪れる

And， on the sudden， fainting with surprise， 

Saw two fair creatures， couched side by side 

In deepest grassラbeneaththe whisp'ring roof 

Of leaves and trembled blossoms， where there 

ran 

A brooklet， scarce espied : 

'Mid hush'dラcool欄rootedflowers， fragrant-eyed， 

Blueラsilver-whiteラandbudded Tyrianう

They lay calm田breathingon the bedded grass ; 

(8-15) 

そして突然，驚きのあまり意識が遠のき

一対の美しい被造物を見た.彼らは木の葉と

る花々の

ささやくように擦れ合う天井の下，草地の奥

に並んで

横たわっていた.そこには小111が流れている

それはほとんど気づかれはしないのだが.

静かで、，涼やかな根や香り立つ瞳を持ち，

く

または奮を付けた古代より伝わる紫色の

花々 の中，

彼らは床となった草地の上で安らかな寝患を

立てて横たわっていた.

遠のいてゆく意識の中で自分が見たものを，詩人

は‘twofair creatures'と表現する. r黄金のろばJ
に描かれた PsycheとCupidの物語がこの詩の下
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きになっていると知っている読者は，この

'two fair creatures'を二人の神だと想定することと

なる.そして KennethAllottカ吋旨描iしているよう

に4) 詩人は 'grass'という単語を二度も

地を描写している.その描写は冗長でもあるが，

一人の神の存在する空間の執劫とも言える描写は

記憶の袋に分け入る営みの緯々とした雰囲気を醸

し出している.そしてさらに この草地は象徴的

な意味をも苧んでいる. 'deepest'や‘bedded'と

いった形容詞で修飾された‘grass'はsexualな含

みを持ち，アンドリュー・マーヴェルが，‘The

Garden'において

Ensnared with flowers， 1白11on grass. 十The

Garden' 40.) 

花々に絡みとられ，私は草地に倒れ込む

と歌った草地が象徴する官能性を暗示している

さらに草地の象徴する官能性は，魂の女神

Psycheの花婿となるべき愛の神 Cupidと密接に

関係するトポスでもある.この官能的な愛という

テーマは，次に引用されたこ人の神の描写を考え

る上で，重要な意味を帯びてくる

τheir arms embraced， and their pinions too ; 

すheirlips touch'd not， but had not bade adieu， 

As if di母oinedby soft-handed slumberラ

And ready still past kisses to outnumber 

At tender eye-dawn of aurorean love 

The winged boy 1 knew ; 

But who wast thouラohappyラhappydove? 
His Psyche true ! ( 16-23) 

彼らの腕は抱き合わされていた.そして羽

までも

彼らの唇は触れ合うことなく，かといって，

いとまを告げることもなかった.

あたかも，柔らかな手をしたまどろみに引き

されながらも

曙の愛の自がやさしい光を放ちながら開く時，

なされた口づけをさらに重ねる用意がある

かのように.

私はその羽持つ少年を知っていた.

しかしあなたは誰だったろう.おお，幸せな，

よ

彼の誠の恋人サイキだ!

詩人は記憶の中にある二人の神を，一枚の写真に

写されたかのように静止した存在として描き出す.

しかしながら，その静止画に映し出された瞬間は，

他の行には見られないが故に耳に強く残る‘slum岨

ber'と‘outnumber'の女性韻によって緊密に結び

付けられた‘Asifdi司oinedby soft-handed slumber， 

/ And ready still past kisses to outnumber'という印象

深い二行が示すように，安らかな眠りから次

なる口づけへと移る，静と動の均衡した瞬間であ

る.詩人は記 d憶に焼き付けられた，静から動へ

移り変わろうとする一瞬を切り取って見せること

で， これ以上口づけを重ねることのできないがゆ

えに，官能的な愛に溺れることを免れた無垢な存

としてこ人の神を描き出す. さらに，七行自の

'thoughtlessly'という言葉に，詩人の手紙の中で

述べられた，人間の精神的発展の初期段階である

'the infant or thoughtless Chamber'が暗示されてい

ることも考え合わせるなら 吏なる口づけを重ね

ることの許されない二人の神の描写は，堕落以前

の無邪気な肉体的愛という第一連全体がもっテー

マを象徴的に示すと解釈される.そして 22行自

において，感傷的に二度も 'happy'を繰り返して

魂の女神を呼びながらも，詩人はむしろその女神

さを一歩ヲiいた視点から眺めていることに

しなければならない.鳩は純朴の象徴で、あ

ることも考え合わせるなら， よって創り出

された無垢な魂の女神を抱く 'Thewinged boy'と

は，過去の詩人が持っていた汚れの無い情熱であ

ると解釈できるだろう 5) そして詩が進むにつれ，

その無垢な状態に対する白期的な皮肉交じりの

トーンを，この詩は帯び始める.詩人は，過去の

自分が持っていた純真さをアイロニカルに見つめ

ことで，それを更に高次の段階へと高めなが

ら， 自らの 'someuntrodden region of my mindうに

魂の神殿を打ち立てることとなる
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2. 魂を見るキーツの態度

あてもなくさ迷った森の中で確かに見出した魂

の女神に，詩人は再び、呼び、かける

o latest born and loveliest vision far 
Of all Olympus' faded hierarchy! 

Fairer than Phoebe's sapphireωregion' d star， 

Or Vesper， amorous glow-wonn of the sky; 

(24-27) 

おお，今は色槌せたオリュンポスの神々に列

せられる者のうち

も遅く生まれたる者，この上なく美しい

姿!

瑠璃色の領分にあり月姫の統べる星よりも，

そして宵の明星，天の艶めかしきツチボタ

ルよりも美しき者よ

‘Fairer'という

見的な美しさ

によって，詩人は Psycheの外

ると問時に汚れなさをも

しており，純真な Psycheは‘amorousうという形容

詞の付された宵の明星である金星，つまり

神 Venusと対比されながらも，貞潔の女神

Phoebeほど潔癖ではなく，中庸を保った，愛を

受け入れうる存在だと示唆されている

それに続いて 'no'という否定の形容詞が，魂

の女神を祭るための神殿に設えられたもの一つ一

つに付けられていることによって，本来称えられ

るべき魂の女神が讃美されていないことが強調さ

れている.

Fairer than these， though temple thou hast none， 

No alter heap'd with f10wers ; 

Nor virgin“choir to make delicious moan 

Upon the midnight hours ; 

No voiceヲnolute， no pipe， no incense sweet 

From chain-swung censer teeming ; 

No shrine， no grove， no oracle， no heat 

Ofpale幽mouth'dprophet dreaming. (28-35) 

これらより美しき者よ， しかしあなたには寺

院もなく

花々の積まれた祭壇もない.

夜も更けて甘美な嘆きをもらす

乙女の聖歌隊もなく，

も，リュートも，笛も，鎖で吊られた

香炉から立ち昇る甘美な香りもない

神殻も，社も，神託所も，我を忘れ

ざめた唇をした預言者が帝びる熱もない.

この Psycheを讃える神殿の欠落を憂う一節に，

ミjレトンの‘NativityOde'に歌われた一場面，す

なわち，

τhe oracles are dumb 

N 0 voice or hideous hum 

Runs through the arched roof in words 

deceiving. 

Apollo from his shrine 

Can no more divine 

With hollow shriek the steep of Delphos 

leaving. 

No nightly trance， or br・eathedspellラ

Inspires the pale-eyed priest from the prophetic 

cell.6) 

('On the Momi時 ofChrist's Nativity. 

Composed in 1629.' 173-80) 

ちは口を際み，

も，恐ろしいざわめきも

人をかどわかす言葉となって弧を描く

きj度ることはない.

アポロはもはや神殿から

を与えることも叶わず，

こだます悲鳴を上げて デルフイの崖を退

いてゆく

夜毎の悦惚も，唱えられた呪文も，

目の輝きを失った僧侶に神託所か を与

えることはない.

というキリストの誕生により異教が滅びる

からのエコーを開きとる指摘が今までに数多くな

されている. Helen Vendlerもやはりこの‘Nativi-

ty Ode'からのエコーを聞きとり，この詩の，第

一連が第四連に，第二連が第三連に対応する鏡に
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したような構成に着目しながら，特に

ら第三連に引き継がれる語葉の繰り返しの部分，

So let me be thy choir， and make a moan 

Upon the midnight hours ; 

Thy voiceラthylute， thy pipeラthyincense sweet 

From swinged censer teemingラ

Thy shrine， thy grove， thy oracleラthyheat 

Ofpale叩 O

ゆえに私があなたの聖歌隊となり，真夜中に

きを漏らすことを許したまえ.

あなたの声， リュート，

香炉から立ち上る

許したまえ

一群の揺れる

りとなることを

あなたの神殿， 神官，我を忘れ

ざめた唇をし 熱となる

ことを許したまえ.

に焦点を当て，このオードのこ連日と三連日

人が歌うまで蒋在しなかった魂の女神の神殿

人自らが創り上げようとする時，神殿に設えられ

た品がほとんど同じ単語で繰り返されるのは，

人が何か損なわれてしまったものを取り戻そうと

する試みなのだと述べ， 'Ode to Psycheラにおいて

キリスト教に排斥された異教，特にギリシャ

から引き継がれるべき詩的遺産を回復する試みが

なされていると主張した7) この Vendlerの

を反映して，それ以降の多くの論考においても，

'Ode to Psycheラの中にキリスト教に対するキーツ

の懐疑主義的思想、を読み取る傾向がうかがわれる

しかしながら，このオードで、歌われている魂の

観念について，キーツ自ら，手紙の中で次のよう

に言及している

Y ou must recollect that Psyche was not embodied 

as a goddess before the time of Apulieus [sicJ the 

Platonist who lived afteir[sicJ the Augustan age， 

and consequently the Goddess was never wor幽

shipped or sacrificed to with any of the ancient 

fervour一 andperhaps never thought of in the old 

religion - 1 am more orthodox that[sicJ to let a 

hethen Goddess be so neglected _8) (Letters， 

ii， 106) 

おまえは，次のことを思い出さなければいけ

ない.アウグストゥス帝時代以降に生きたプ

ラトニストであるアプレイウス以前に，サイ

キは女神として擬人化されていなかったこと，

そしてそれ故に古代人に熱狂をもって崇めら

れることもなく，生賛を捧げられることも

してなかったことを一一一そしておそらく

代の宗教においては考えられることもなかっ

たのだ一一私はそんなふうに，異教の一女

神を無視されるがままにしておくには，あま

りに正統派過ぎるのだ.

魂の女神が古代ギリシャにおいては考えられもし

なかったという詩人の見解 そして詩人自らす

am more olihodoどと述べていることは示唆的であ

る. この引用の最後の一文にはパラドキシカルな

レトリックが使われており，異教的な人格神であ

る魂の女神を自分は崇めているが，キリスト教に

心酔しているとは言えないながらも，自らの信条

は魂を重視するキリスト教的な正統派の考え方と

軌をーにするものだと キーツはユーモアを交え

て語っている.ゆえにこの詩人が完全なる懐疑主

ることを前提とし 手紙の 'moreortho-

doどを‘tooorthodox a heathen'と読み替えている

James Chandlerの指摘は受け入れがたい9)

は弟 Tomの死を目の当たりにし， '1 have scarce a 

doubt of immortality of some nature of[sicJ other，IO) 

と述べている.確かに，第一連において，官能的

な愛に抱かれる Psycheに異教的な人格神として

のPsyche像をキーツは投影したかもしれない

しかし彼は，擬人化された愛の神 Cupidと魂の

女神 Psycheというギリシャ神話的なモチーフを

駆使しながらも，その一方でキリスト教的な魂の

観念も念頭においていたのである.この詩がキリ

スト教の重んじた魂を主題にしていることも考え

合わせるなら， Vendlerがこの詩に示されたキー

ツの意図としてキリスト教による異教排除に対す

る抵抗を読み取っているのは誤りであると言わざ

るを得ない. しかしながら で， 'more ortho-

doどと表明されたキーツの思想が完全にはキリ

スト教的なものではないことも念頭に童かなけれ
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ばならない.

キーツが個別の宗教にとらわれることのない魂

の観念をもっていたことは 1819年4月21日

かれた，弟 George夫妻宛ての手紙の中にも見て

取ることができる 11) 彼は現世を‘Thevale of 

Soul-making'と呼んでいる.本を読む子供に喰え

られた魂にとって 現世こそがその学校であり，

'the human heart'はその教科書 ('hombookつであ

る.人間精神はそれによって‘identity'を獲得す

るとキーツは述べているが これらの抽象的な観

念は全て擬人化されて説明されていることは注目

に値する

Why may they not have made this simple thing 

even more simple for common apprehension by 

introducing Mediators and Personages in the same 

manner as in the hethen [sicJ mythology abstrac-

tions are personi五ed- (Letters， ii， 103) 

どうして彼ら(キリスト教徒)は，異教神話

の抽象的な事柄が擬人化されるのと同じよう

に，仲介者や登場人物を導入することで，こ

の単純な事柄を一般的な理解のためにより

純にすることがなかったのだろうか一一一

このように述べるキーツは，キリスト教の教義体

系が古代ペルシャやギリシャ哲学からの引き写し

であるとの当時一般的に流布していた見解を引き

合いに出しながら，キリスト教が苧んでいる抽象

性の高さを批判的に眺めている.詩人キーツに

とって，ギリシャ神話などにみられる古代の宗教

に特徴的な擬人化の手法は，人間精神に関わる抽

象的な事柄を具体的な物語として描き出し，読む

Tooラtoolate for the fond believing lyre， 

When holy were the haunted forest boughsラ

Holy the airラthewaterラ andthe fireラ

Yet even in these days so far retirラd

From happy pieties， thy lucent fans， 

Fluttering among the faint Olympians， 

1 see， and sing， by my own eyes inspi詑d. (36-43) 

おお，この上なく輝かしい!だが古代におい

て額ずかれるには余りに遅く生まれ，

目的な信者の竪琴で歌われるには，余り

に，余りに遅きに失したのだ

まう森の大枝が，そして大気が，

そして水が，そして火が聖なるものとされ

たその時にしてみれば.

なってまで幸福な敬慶さから

く退かされながらも，おぼろな

オリュンポスの神々の間で羽ばたくあなた

の輝く翼を

私は見，そして歌う.私自身の自に霊感を得て.

アプレイウスによってローマ時代に神格化される

に至った魂は，地水火風に象徴される自然に神々

を見出していた古代ギリシャにおいて歌われるこ

とはなかった西欧文化の源流である，古代ギリ

シャの時代から遅れて見出された魂の女神の輝か

しさを認めながらも 詩人は魂の女神に対する

仰が自身の生きる時代からも消え失せてしまった

と歌う. J ames Chandlerがこの箇所について，特

に分詞の用いられ方に見受けられる文法的な暖昧

に鋭い指摘を加えている 12) そしてさらに，

彼の指摘する文法的な援味性に加えて，こ

には詩人の自らが生きる時代への風刺が合まれて

者の理性よりも感性に訴えることで，より

を可能にする表現手段なのだ.

な おり，その言外にある皮肉がこの

おいて魂の女神が象徴する純

さに対する詩人の歌いぶりは好意的とも言える

ものであった. しかしながら，第二連を経て， 自

らの記憶が心の神殿に写される段階に変わると，

さに対する詩人の態度は次第に複雑になって

ゆく

o brightest! though too late for antique vows， 

成を見えにくくしている.キーツの生きた時代は

によって科学的な思考，そしてヴォル

テールの思想に代表される懐疑主義が広まりを

せていた時代である.アプレイウスが神格化した

魂をキリスト教が重んじたにもかかわらず¥彼の

時代にキリスト教的な魂の信仰は再び廃れ始めて

いたのだ. Chandlerが指摘する文法的な暖味性の

中でも，特に現在分詞である‘believing'が苧んだ

時期jにおける暖昧性に着目したい.‘toolate for 
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antique vows， / Too， too late for the fond believing 

lyre， / When holy were the haunted forest boughs / 

Holy the airラthewater， and the fire'の個所は，特に

自然を神格化し魂について歌うことのなかった

古代ギリシャの宗教について言及しているが，

仰に関する問題はキーツの生きた時代にも影を

としている.つまり 盲信とも解釈される 'the

fond believing lyre'とは，すでに廃れてしまった

古代の女神を歌う自らのアナクロニズムに対する

皮肉であるとともに，信仰それ自体の価値すら揺

らぎ始めた懐疑主義の時代において魂 しよ

うとする自分を自閉するような響きを持っている

のだ.キーツは Psycheを，キリスト教において

考えられている魂の観念を体現する存在としても

捉えている. Psycheに対する れている

. ことについて，詩人は 'eve叩ni出nthese d出ay戸ss叩of:白ar

r問.右et批i力ir'd / From happy p戸le抗ti記esピラと歌うが， この‘so'と

いう言葉には，古代ギリシャにおいて魂が考えら

れることすらなかったように現在に生きる人々も

魂を顧みないという 自らの生きる時代への皮肉

が含まれている.そして第一連における

な魂の女神に対する いささか陳腐とも忠われる

呼びかけ‘ohappyラhappydove'にも用いられた形
'happy'によって修飾されている‘pieties'に

まで，そのアイロニーは響いてゆく.懐疑主義の

広まる時代に生きた詩人にとって，

対する信仰を，何の疑問もなく

なのである.そこには 懐疑主義の広がりつつあ

る今現在でさえなお，魂を信じずにはいられない

詩人の諦めにも似た敬度さ 諦念の情が偲ばれる

しかしながら，それは，吉自的に信仰を唱える

教者の態度ではない.二人の神を‘twofair crea幽

印res'と，神に凡そ相応しくない f被造物」の名

で呼び，魂の女神を杷る聖域を Fancyによって飾

らせる詩人の想像力と信仰の問題は深い関わりを

持っているのだ.自らの想像力によって Psyche

の神殿を打ち建て 魂の信仰に裏打ちされた精神

の発達してゆく

に描き出してゆく

3. 庭，神殿の構築と魂，愛の変容

は自ら魂の女神の神官となり，自分の心の

も踏み入れられぬ場所に女神の神殿をつくるこ

とを宣吉する.第一連の過去時制を用いた記述と

は対照的な第四連の未来時期jの記述は，魂の女神

を奉ずる神官としての詩人の強い意志を

じさせる

Yes， 1 will be thy priest， and build a fane 

In some untrodden region of my mindラ

Where branched thoughtsラ newgrown with 

pleasant pain， 

Instead of pines shall murmur in the wind 

(50-53) 

そうだ.私はあなたの僧侶となり神殿を建て

よう

この心の誰も足を踏み入れたことの無い場

所に

そこでは枝を広げる思想が，快い苦痛によっ

て新たに育まれ，

松の代わりに風に焼られざわめくだろう

も踏み入れることのできない心の領域を

森に聡えており，そこでは思考が樹木のように発

展してゆく その森は第一連に描かれた安らかな

森とは全く異なり，木々は風に吹かれてざわめい

ている.第四連の大きな特徴として，

限に発揮させた遊戯的な音の効果が挙げられる

枝葉のように広がる思考を育ててゆく養分を，詩

[pJの頭韻を使った撞着語法‘pleasantpain' 

しており，それは頭韻の音の効果も相まつ

に強い印象を残す.そして繰り返された

[pJの音は‘pine'という「松」と「悲嘆Jのこつ
の意味が重ねられた地口に連なってゆく.この文

において下mピは，‘branchedthoughtsラがもっ

植物のイメージと 誰にも侵されぬ心を喰えた峨

峨たる山脈からの連想、によって，第一に「松」の

として解釈される.しかしながら‘pleasant

pain'からの連想によって‘pine'が「悲嘆Jの意
味として解釈される場合 誰も踏み込めぬ心の領
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域においては，苦痛という感覚ではなくて，

は新たなる思考が芽生えているのだという深遠な

意味がこの表現に含まれてくる.そして，この

'pleasant pain'と‘pine'に重ねられた [p]音と，

後者のもつダブルミーニングが醸し出す滑稽さ

によって，その諾諾味に隠された苦痛の意味が見

えにくくなるために 一旦そこに悲痛の意味が読

み込まれると却ってその意味が強められ，次に描

かれる‘dark幽cluster'd trees'という吏なる深みを

持った寓意的表現へと連なってゆく

Far， far around shall those dark-cluster'd trees 

Fledge the wild幽ridgedmountains steep by 

steep ; (54-55) 

毘りには遠く，さらに遠く，暗く群生したそ

の木々が

ら断崖へ荒々しい稜線をもった山脈

第一連の 'Attender eye-dawn of aurorean love'と

象徴的に示された夜明けとは対照的に，

想定される時間は第三連の 'Uponthe midnight 

hours'から引き継がれた真夜中であり，心の中に

広がってゆく思考の木々は黒々とした影を落とし

ている.切り立った山脈に喰えられた，誰も踏み

入れられない心の領域に，黒々とした影なす森が

広がってゆく様子を，詩人は‘Fledge'という，鳥

のひなに羽が生え揃ってゆく比聡を沼いて表現す

る. この二行は手紙の中で述べられたキーツが考

える人間の思想、の深まりを集約的に描き出した比

聡表現である その手紙の中で彼は多くの部屋の

設けられた邸宅の比日訟を用いて，人間が経てゆく

精神的段階について述べている 13) 人間はこの

詩の第一連が寓意的に示している無垢な状態，つ

まり第一段措の 'theinfant or thoughtless Chamber'， 

そして第二段階の‘theChamber of Maiden姐

Thought'を過ぎた後，世界が‘Miseryand Heart-

break， Pain， Sickness and oppression'に満ちている

と知る.それに続く人間精神の発展について，

キーツは次のように述べる

This Chamber of Maiden Thought becomes 

gradually darken'd and at the same time on all 

sides of it many doors are set open - but all dark 

- all leading to dark passages - We see not the 

ballance [sic] of good and evil. (Letters， i， 

281) 

乙女の思想、の部屋は次第に暗くなり，それと

同時に，四方にあるたくさんのドアが関かれ

る一一しかしそれらは全て暗く一一

て暗い通路につながっており一一一私たちは

と患の均衡を見失う

そして人間はその暗い部屋において，ワーズワー

スの苦う 'the“burdenof the Mysterγ，14) (神秘と

を感じる.それを和らげる方法につい

てもキーツは同じ手紙の中で述べている

The difference ofhigh Sensation with and without 

knowledge appears to me this - in the latter case 

we are falling continually ten thousand fathoms 

deep and being blown up again without wings and 

with all [the] horror of a bare shouldered 

Creature - in the fonner case， our shoulders are 

fledgedラandwe go thro' the same air and space 

without fear. (Letters， i， 277) 

激しい感覚に襲われた時，知識が備わってい

るか，それとも備わっていないかの違いは，

私にとって次のようなことに思われる一一

後者の場合，私たちは千尋の深みに絶え間な

く落ち続け，翼も無く，肩に何も持たない生

き物のあらゆる恐怖とともに，再び吹き飛ば

され続ける一一前者の場合，私たちの肩に

は羽が生え揃い，向じ中空そして空間を恐れ

ることなく通り抜ける

強烈な感覚に陥ってゆく時その人に知識があるな

らば，羽の生えた鳥のように，怯えることなく，

その感覚をくぐり抜けることができると

う.先ほどの二行において，発展してゆく思考の

木が‘dark-cluster'd'という暗がりを表現する形容

詞を伴い，峨峨たる山に広がってゆく木々のさま

が 'Fledge'という羽が生えそろう比聡で表現され

ていることに注目する時 羽のように広がってゆ
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く‘thosedark同c1uster'd trees'とは，悲哀を経るこ

とで心の奥深くに芽生え発展する思想，つまり

を備えた親鳥のように恐れることなく悲し

みをくぐり抜ける強靭な思想を寓意的に表現して

いると解釈できる.この二行には，この

現を産み出した詩人の心の内，つまり，野心作

Enめ;mionを不当にも酷評され，幼くして父母の

死を経験し結核の病に伏した弟 Tomの死を自

ら看取るという壮絶な人生を経てもなお，魂に対

する信仰を捨てることのなかった詩人の強い心の

内をも読者に伝える力強さがある

そして，語り手の視点は巨視的な視点から微視

的な視点へと移り変わってゆく.荒涼とした雰囲

をもっ心の森を外側から描いてきた詩人は，そ

の内側にある静寂に支配された聖域を描き出して

ゆく.それは詩人が自らの心の襲に分け入ってゆ

く行為にf世ならない.

And there by zephyrsラ streams，and bir・ds，and 

bees， 

The児emos部s.ト幽幽凶.幽幽品.

And i加nthe midst of t出hiおswide quietness 

A ros可ys路an即C印a紅rywill 1 d也ress

With the wreath'd trellis of a working brainラ

With budsラandbellsラandstars without a name， 

With all the gardener Fancy e'er cou1d feign， 

Who breeding f10wersラ willnever breed the 

same : (56-63) 

そこで，西風に，小川に，鳥たちに，そして

ミツバチたちにあやされ，

苔むす木の精霊たちはまどろむことだろう

そして，この広大な静寂の真ん中で，

私はパラ色の聖域を

働き続ける思考の花輪で、飾った格子垣で，

つぼみ，鐘，名も無き星で，

そして空想という庭師が作りうる全ての物で

飾るだろう

花々を育てるその庭師は二度と同じ花を生

み出しはしない.

風に煽られてざわめく森の外側とは対照的に，そ

の内側ではそよ風が吹き，せせらぎの音や，森に

すむ烏，そして蜂にあやされて，森のニンフであ

るDryadsは安らかに瓶る.まどろむ Dryadsが

描かれた最初の二行が持つ響きは格別である

'And there by zephyrs， streams， and birds， and bees，' 

の一行，特に後半部において，強勢の無い部分

に接続詞‘and'の短母音強勢のある苦節に

‘streams' ， 'birds 'そして 'bees'といった長母音に

よって構成される語が交互に記されることで，ゆ

りかごを揺らすようなリズムが作り出され， [1J 

を多く配し樹木の精の安らかな眠りを音でも

現した次の行寸hemoss開1ainDryads shall be 1ull' d to 

s1eep'へと連なってゆく.そして魂の女神を杷る

'A rosy sanctuary'は静寂の真っただ中にある.そ

の聖域を名もない花や星で飾るのが詩人の役目で

あり，それらを作るのは庭師に喰えられた Fancy

である.‘thewreath' d trellis of a working brain'とい

う表現において，詩人は魂の女神と愛の神の婚礼

のために設えられた東屋と動いている頭脳のイ

メージを重ねている.これは赤い色彩で彩られた

'A rosy sanctuarγ 自体が想像力を司る血の通った

頭脳を表しているかのように鮮烈な印象を残す比

聡表現であり，懐疑主義的な時代において外科医

の徒弟を経て詩人となったキーツの経験主義的な

想像力から生み出されたリアリズムがここに垣間

られる. さらに，その聖域を整えてゆく想録力

をキーツは‘thegardener F ancy e' er cou1d feign， / 

Who breeding f1owers， will never breed the same'と

しているが， ここには詩人が考えていた想像

力と神話の関わりが示唆されている.第一連にお

いて，草地そして森が無秩序かっ官能的愛を示す

トポスであったように 第四連おいて庭師に喰え

られる Fancyが整えてゆくトポスは，神殿と庭と

いう秩序だ、った理性を象徴する場所である.そし

て，神殿と庭に示される象徴性はソロモンの雅歌

において

A garden inclosed iかsmy s幻is幻te位r，mσy spouse; a 
sp戸ringshut upラafour凶ainse侃a1ed.1

一

l目
5) (ヤ‘S010mon'

Song.' 4.12) 

私の妹，私の連合いは閉ざされた庭，閉ざさ

れた泉，封じられた湧水.
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と歌われるシパの女王についての聖書の記述を

ルーツとした， I閉ざされた庭jというキリスト

教における伝統的な象徴表現であり，詩人は白ら

の心の最深部を，庭というプライベートな小空間

に言王して奇欠っている. キーツはこのオードにおい

て，魂と愛を擬人イヒするというギリシャ神話的な

手法と，草地と森そして神殿と庭というトポスに

よって感情と理性をアレゴリカルに描き

的な手法を駆使し 二つの宗教の神話的モティー

フを融和させているのだ. しかしながら，中組問

cγ に付された‘Whobreeding f10wersラ羽rillnever 

breed the same'という持って回った印象を読む人

える非制限用法の関係代名詞節は，決して同

じものを作り出すことのない想像力の一面を強調

している. Fancyの育て上げる'f1owers'とは詩で

あり，物語である.詩人はアプレイウスの描いた

PsycheとCupidの物語を再話することで¥

軽んじられているキリスト教的な魂を

ことを言式みなカ宝ら， 自ら

によって，自分が全く

作り出さざるを得なかったことを自

な時代を生きる自らの信仰を裏打ち

るものは， 'a working brain'によって生み出され

る想像力であり，経験主義的な思考なのだ. 自ら

の想{象力によって新たなものを創造することに対

する詩人の自覚は この連に現れた印象的な脚韻

にも表れている 'BraI1γ と韻を踏む 'feign'は，

その前に現れる‘pain'と韻を踏む‘fane'と同

をもっている まさに 心の聖域を整える者とし

てFancyを描くのに用いられた装う」という

虚構の意味合いが強い‘feign'と，詩人が想像力

で創り上げた魂を記る神殿‘fane'がもっ

きは， 自らが想像力によって打ち立てた魂の神殿

さえも虚構性を含むものであり，神話，ひいては

自体が，人間の頭脳に生来的に備わっている

想像力の働きの上に成り立つものだということを

示唆している.

詩人の想像力によって 魂と愛の物語は再構成

されたものの， という今までの魂の物語

には入り込みえなかった要素をこの物語が苧んで

しまったように，この詩の第一連で無垢な存在と

して描かれた Psycheは， において誰も踏

み込めぬ心の神殿に移されることで，悲哀を経験

した魂として象徴されることになった.そして，

において寸hewinged boy'と呼ばれた愛の

神も，やはりこの第四連では官能的な Cupidとは

った性質を担わされている

And there shall be for thee all soft delight 

That shadowy thought can winラ

A bright torch， and a casement ope at night， 

To let the wann Love in! (64-67) 

そこでは影なす思考が勝ち得た

あらゆる柔ら

そして燈めく灯，

ものとなり，

に開いた窓があなたの

暖かな愛の神を迎え入れるのだ!

thoughtlessな状態を脱し高次の段階へと昇華され

た，植物のように有機的な思考である ιshadowy

thought'は，重層的な多義性を有している.一つ

自の意味は‘pleasantpain'を養分として育った，

をつくりだす樹木のように，安らかな精神状

態をもたらす思考である.そして 'shadow'に

「幻」の意味を読み込むなら Fancyがっくり出

す心の聖域の内に枝葉を伸ばした思考でさ

性をもつものではなく必然的に虚構性を苧むもの

だという， I幻のような思考」を意味する

法とも解釈される.第一連において寸hewinged 

boy'と呼ばれるだけで名前をもたなかった愛の

神は，その‘shadowythought'が勝ち得た喜びとと

もに明々と燃える松明に導かれ， Psycheの眠る

神殿の窓から舞い降り 16) 官能的な愛の神 Cupid

でありながら GeorgeHer・bertが 'Lovebade me 

welcome'で、歌った人間の魂を救済する慈愛の神

として，さらには詩人の心に霊感を吹き込む存在

として，この第四連において終に，悲哀を経た魂

の花婿に相応しい大文字の 'Love'という名を担

い女神と再び結ぼれることで，このオードは大団

円を迎えるのだ.

結
ヨ子"ch、
再開

第一連において，ギリシャ神話のイメージを色
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く反映した魂の女神 Psycheは純真さの象徴と

して描かれ，彼女の夫となるべき愛の神も官能的

な愛の神 Cupidとして表象されていた.確かに，

キーツはギリシャ神話に現れる人格神として愛と

魂を描くという，擬人化の手法をこの詩に用いて

いる. しかしながら 魂の女神を歌う詩人の態度

の根底にあるものは キリスト教による異教排斥

に対する反発ではなく，廃れつつある魂の信仰を，

すでにアプレイウスが描き出した愛と魂の物語を

ることで，キリスト教世界においても

視されるはずの魂を再び讃え上げようとするもの

であり，その語り口には魂を顧みない自らの時代

に対する皮肉が含まれている.つまり，第一連と

と第三連が対となる鏡のよう

Helen Vendlerが述べたような，キリスト教に

よってt員なわれたギリシャ神百苦から自涜く

ではなく，懐疑主義によって損なわれてしまった

キリスト教において重んじられるべき魂の信仰で

ある.

そして，この魂の物語を再話するにあたって，

詩人は，経験主義的に捉えられた，自らの頭脳か

ら生まれた想像力を媒介とし 魂と愛を人格神と

して擬人化するというギリシャ神話的な手法と，

草地と森そして神殿と庭というトポスによって感

と理性をアレゴリカ jレに描き出すという

な手法を駆使し，ギリシャ神話とキリスト教にお

ける魂と愛の神話的モティーフの融和を遂げてい

る

るなら，詩人は懐疑主義的な時代思想

を乗り越えようと試み，経験主義的に捉えられた

想像力を仲立ちにして 世界に満ちる悲哀を経験

しでもなおj夫してf員なわれることのなかっ

な魂が，官能的な愛から昇華された慈愛によって

受け入れられる様を，ギリシャ神話的な手法であ

る擬人化とキリスト教的アレゴリーを融和させる

形で，魂と愛の婚礼の物語として再び描き出した

のである
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Psyche re-mythologized Keats' religious attitude in 'Ode to Psyche' 

Y oshikazu T AKANO 

Graduate School of Human and Environmental Studies, 

Kyoto University, Kyoto, 606-8501 Japan 

Summary Not a few researchers have recently illuminated, by way of historicism and gender criticism, the 
new aspects of John Keats' 'Ode to Psyche', notably in the light of contemporary skepticism. Many 
Histricists read this ode as a product of Keats' admiration of ancient mythology and his riposte to the Christian 
challenge to pagan mythologies as in John Milton's 'Nativity Ode'. A close reading, though, of 'Ode to 
Psyche' , as well as of Keats' letters, shows that his religious attitude is not so simple as some critics presume 
it to be. 

This article analyzes mythological images in 'Ode to Psyche', to clarify Keats' ironical attitude to his 
skeptic age, by referring to his comments on religion in his letters. Stmggling against the current skepticism 
in his age, Keats re-mythologized in one of his greatest odes the classical personification of 'love and soul', 
with a flavor of Christian allegory, to reveal implicitly his unchanging belief that the unflawed soul is greeted 
with merciful love at last. 


